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1. ハードウェア
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構成部品

・LimeSDR-Mini ¥21500 (Crowd Supply)
・ケース ¥1700 (DMM.make)
・再放射アンテナ ¥1000
・アッテネーター(10dB*2) ¥800

-----------------------------------------------

Total ¥25000

LimeSDR-Mini 仕様

• RF送受信チップ：LMS7002M 
送信1ch, 受信1ch (10MHz-3.5GHz)

• FPGA：Altera MAX 10

• インターフェイス：USB Type-A

• サイズ： 69 mm x 31.4 mm, 20g



2. ソフトウェア

LimeGNSS.exe

• Windows7, 8, 8.1, 10対応 (64bit)

• 推奨スペック
CPU: intel core i7-6700, AMD ryzen5 2400G相当
メモリ: 8GB以上

• 機能
➢ GPS,QZSSのL1C/A信号の生成と放射（最大16ch）

➢過去、リアルタイム、 2時間後の範囲で信号を生成可能

➢全地球上の位置にスプーフィング可能

➢スプーフィング位置は定点または事前に生成した軌跡データに基づくダイナミック位置

➢速度情報のスプーフィング可能

➢時刻情報のスプーフィング可能

➢スプーフィング継続可能時間は24時間まで
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2. ソフトウェア

ノートPCでバッテリー駆動した場合、PCの設定によってはCPUのクロックダウンが発生し、信号生
成タイムングの遅延からスプーフィング途切れることがあります。

これを避けるために以下のパフォーマンス設定を推奨します。

• コントロールパネル＞電源オプション でプロセッサを100%使用する。

• BIOSのパワーマネジメントをハイパフォーマンスに変更（PCによって「異なります)。
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3. システム構成
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LimeGNSS

LimeSDR-mini

Assist GPSサーバー
現在の衛星軌道情報

OR

IGS FTPサーバー
過去の衛星軌道情報

ダイナミック
ポジション(NMEA)

静止点情報
(緯度,経度,高さ)

時刻
(現在時刻 or 任意の時刻)

OR



4. ドライバのインストール

LimeSDR用のドライバとソフトをPCにインストールします。

1. https://wiki.myriadrf.org/Installing_Lime_Suite_on_Windows
の1の手順に従ってPothosSDRというソフトをダウンロード・インストールします。
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5. ソフトウェア ファイル構成
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移動シナリオファイル
(NMEA GGAフォーマット)

衛星軌道情報(現在)

衛星軌道情報(過去)

実行ファイル
・移動シナリオ用
・静止点シナリオ用



6. 衛星軌道情報の準備

最初に衛星軌道情報をインターネットからダウンロードする必要があります。

◆過去の軌道情報

1. スプーフィングさせたい日のDay of Yearを以下のサイト等で調べます。
http://navigationservices.agi.com/GNSSWeb/

2020年3月11日は
2020/071となります。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆過去の軌道情報

2. IGSのFTPサイトから欲しい日の軌道情報をダウンロードします。
ftp://igs.ensg.ign.fr/pub/igs/data/
ファイルの詳しい説明：https://kb.igs.org/hc/en-us/articles/115003935351-Access-to-Products

1.で調べたDay of Yearのフォルダから
”BRDC00IGS…”というファイルをLimeGNSSフォルダ
にダウンロードします。
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・
・
・
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6. 衛星軌道情報の準備

◆過去の軌道情報

3. .gzで圧縮されているので解凍します。
Windowsの標準ソフトでは解凍ができないため7-zipなどの解凍ソフトを利用します。

4. “BRDC…rnx”という軌道情報のファイルが生成されます。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報
現在時刻でスプーフィングさせたい場合はアシストGPSの軌道情報を利用します。

1. RTKLIBをダウンロードします。
http://www.rtklib.com/
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報

2. Binフォルダからｒｔｋlaunch.exeを起動し、STRSVRを起動します。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報

3. Inputでrtk2go.comというサーバーを選択します。アシストGPS軌道情報のマウントポイントは
RTCM3EPHとなります。（現在GPSのみ配信）
登録が必要ですがmgex.igs-ip.netというサーバーのRTCM3EPH-MGEXも使用可能です。（こ
ちらはQZSSも対応）
登録:https://register.rtcm-ntrip.org/cgi-bin/registration.cgi

4. Outputはファイルを選択してLimeGNSSのフォルダに保存します。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報

5. “Start”をクリックして30秒ほどしたら”Stop”でダウンロードを終了します。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報

6. RTKCONVを開きます。

7. Optionを以下のように設定します。

8. ダウンロードしたファイル(ここではRTCM3EPH.rtcm)を一番上の行にドラッグアンドドロップし
て”Convert”をクリックします。
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6. 衛星軌道情報の準備

◆現在の軌道情報

9. LimeGNSSフォルダに”RTCM3EPH.nav”という軌道情報のファイルが出力されます。
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7. 静止点のスプーフィング

1. “run_limeGNSS_static.bat”というファイルを右クリック等でテキストエディターで開きます。

2. 軌道情報ファイル、緯度・経度・高さ(楕円体高)、時刻、出力を入力します。
・軌道情報ファイル：”BRDC…rnx”または”RTCM3EPH.nav”
・時刻：yyyy/mm/dd,hh:mm:ssフォーマット。 年を1960年以下にすると現在時刻でのスプー
フィングになります。
・出力：0.3~1の範囲。屋内、5m範囲であれば0.3で十分です。

3. @remを行頭につけることでコメント扱いになります。

4. 変更後ファイルを保存します。
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7. 静止点のスプーフィング

5. LimeSDRをUSBでPCに接続します。

6. “run_limeGNSS_static.bat”をダブルクリックすると以下のようなウィンドウが開かれスプーフィ
ングが開始されます。
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8. 移動シナリオのスプーフィング

あらかじめ用意した軌跡ファイルに従ってスプーフィングを行います。

1. Google Earthでパスを描きます。

2. パスを.kmlで保存します。
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8. 移動シナリオのスプーフィング

3. “SatGen NMEA”というフリーソフトをダウンロード・インス
トールします。
https://www.labsat.co.uk/index.php/en/free-gps-
nmea-simulator-software

4. “Load KML file”から作成したパスのkmlファイルを開き
ます。

5. 速度や加速度を設定します。”Preview”で設定がグラフ
に反映されます。パスのポイントで減速しないようにする
には”smoothing factor”を300~400に設定してください。

6. “output”を10Hzにして“Generate NMEA file”でNMEA
ファイルをLimeGNSSフォルダに保存します。
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8. 移動シナリオのスプーフィング

7. “run_limeGNSS_nmea.bat”というファイルを右クリック等でテキストエディターで開きます。

8. 軌道情報ファイル、作成したNMEAファイル、時刻、出力を入力します。
・軌道情報ファイル：”BRDC…rnx”または”RTCM3EPH.nav”
・時刻：yyyy/mm/dd,hh:mm:ssフォーマット。 年を1960年以下にすると現在時刻でのスプー
フィングになります。
・出力：0.3~1の範囲。屋内、5m範囲であれば0.3で十分です。

9. @remを行頭につけることでコメント扱いになります。

10. 変更後ファイルを保存します。
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8. 移動シナリオのスプーフィング

5. LimeSDRをUSBでPCに接続します。

6. “run_limeGNSS_nmea.bat”をダブルクリックすると以下のようなウィンドウが開かれスプーフィ
ングが開始されます。
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9. 出力電力とスプーフィング可能距離について

アンプ未装着時(実測)

• Gain=0.3: -45dBm

• Gain=0.4: -40dBm

• Gain=0.5: -35dBm

• Gain=0.6: -25dBm

• Gain=0.7: -17dBm

• Gain=0.8: -10dBm

• Gain=0.9: -8dBm

• Gain=1.0: -6dBm

+40dBアンプ装着時

• Gain=0.7: 23dBm

*アンプが故障するためGainを0.7より大きく設定し
ないでください。

電波到達距離計算サイト

https://www.circuitdesign.jp/technical/radio-
wave-propagation-characteristics/

周波数：1575MHz

アンテナ利得：送信2dBi、受信3dBi

で受信電力が-100dBm程度の距離がスプーフィン
グ可能な最大距離です。

（環境によってこれより短くなります）
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